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特
設
人
権
相
談
所
・　
　
　

派
遣
登
記
所
が
開
設

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局
と

川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、

特
設
人
権
相
談
所
・
派
遣
登
記
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

【
時
】＝
８
月
17
日（
水
）11
時
〜
16
時

【
所
】＝
鹿
島
公
民
館　

視
聴
覚
室

【
時
】＝
８
月
18
日（
木
）９
時
〜
14
時

【
所
】＝
下
甑
支
所　

２
階
会
議
室

【
問
合
先
】＝

▼
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

（
22
）２
３
０
０

▼ 

鹿
島
支
所
地
域
振
興
課
市
民
福
祉

Ｇ（
内
線
３
２
１
）

▼ 

下
甑
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活

Ｇ（
内
線
３
２
１
）

行
政
書
士
会
川
薩
地
区
支
部

会
員
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

支
部
所
属
の
会
員
が
交
代
で
相
談

に
当
た
り
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

【
時
】＝
８
月
20
日（
土
）10
時
〜
15
時

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】＝
相
続
、
遺
言
、
財
産
管
理
、

成
年
後
見
、
交
通
事
故
、
離
婚
問
題
、

法
的
書
類
作
成
、
行
政
手
続
き
の
相

談　

他

【
予
約
・
問
合
先
】＝
鹿
児
島
県
行
政

書
士
会
川
薩
地
区
支
部　

針
山

（
27
）１
１
０
７

０
９
０（
６
１
６
２
）２
９
７
０

ひ
と
り
で
悩
ま
ず　
　
　
　

電
話
し
て
く
だ
さ
い

　

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
に
、専
用
電
話
回
線「
女

性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談

に
は
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

【
団
体
名
】＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
、

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

【
相
談
受
付
電
話
】＝

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

＊ 

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

＊
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

【
問
合
先
】＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課

０
９
９（
２
５
９
）０
６
８
４

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
と
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
で
は
、
活
動
用
備
品
の
整
備

を
図
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
２
団
体

で
次
の
よ
う
な
備
品
を
購
入
し
、
有

効
活
用
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
生
涯
学
習
Ｇ（
内

線
４
６
１
３
）

小
型
無
人
機
な
ど
の　
　
　

飛
行
禁
止
区
域

　

小
型
無
人
機
、
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ー

ン
な
ど
の
飛
行
が
制
限
さ
れ
る
法
律

が
施
行
さ
れ
、
５
月
23
日
か
ら
川
内

原
子
力
発
電
所
の
敷
地
お
よ
び
そ
の

周
辺
お
お
む
ね
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の

地
域
で
の
飛
行
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
除
外
規
定
も
あ
り
ま

す
が
、
飛
行
を
行
う
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
薩
摩
川
内
警
察
署
に
通
報

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
除
外
規
定
】

・ 

施
設
の
管
理
者
ま
た
は
そ
の
同
意

を
得
た
者
が
、
周
辺
地
域
の
上
空

に
お
い
て
小
型
無
人
機
で
飛
行
す

る
場
合

・ 

土
地
の
所
有
者
、
占
有
者
ま
た
は

そ
の
同
意
を
得
た
者
が
、
当
該
土

地
の
上
空
に
お
い
て
小
型
無
人
機

な
ど
で
飛
行
す
る
場
合

・ 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
業
務

を
実
施
す
る
た
め
に
、
小
型
無
人

機
な
ど
で
飛
行
す
る
場
合

　

通
報
せ
ず
に
飛
行
を
行
っ
た
場
合
、

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
鹿
児
島
県
警
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
警
察
署

（
20
）０
１
１
０

飲
用
井
戸
の
衛
生
対
策

　

飲
用
井
戸
を
衛
生
的
に
保
つ
に
は
、

設
置
者
な
ど
に
よ
る
適
切
な
管
理
が

必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
安
全
に
使
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う「
薩
摩
川
内
市
飲
用
井
戸

対
策
要
領
」を
定
め
、
管
理
方
法
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

周
囲
を
清
潔
に
！

▼ 
井
戸
や
そ
の
周
辺
に
、
み
だ
り
に

人
や
動
物
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼ 

井
戸
や
そ
の
周
辺
に
異
常
が
な
い

か
、
ま
た
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る

か
、
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
な
水
質
検
査
を
！

▼ 

安
全
に
使
用
す
る
た
め
、
年
１
回

は
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

機
関
が
、
有
料
で
検
査
を
行
い
ま

す
。
採
水
方
法
、
手
数
料
、
検
査

項
目
に
つ
い
て
は
、
各
登
録
機
関

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
の
登
録
機
関

▼ 

一
般
財
団
法
人
鹿
児
島
県
環
境
技

術
協
会

　

０
９
９（
２
６
２
）０
１
１
０

▼ 

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
薬
剤
師

会
試
験
セ
ン
タ
ー

　

０
９
９（
２
５
３
）８
９
３
５

▼ 

㈱
鹿
児
島
環
境
測
定
分
析
セ
ン

タ
ー

　

０
９
９（
２
０
１
）４
１
７
７

▼
㈱
東
洋
環
境
分
析
セ
ン
タ
ー

　

０
９
９（
２
１
８
）３
３
１
１

【
問
合
先
】＝
本
庁
環
境
課
生
活
環
境

Ｇ（
内
線
２
７
４
１
）

身
近
な
こ
と
か
ら　
　
　
　

人
権
に
つ
い
て　
　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
８
月
を「
人
権
同
和
問

題
啓
発
強
調
月
間
」と
定
め
、
こ
の
期

間
中
に
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
よ
る
啓

発
放
送
や
新
聞
広
告
、「
じ
ん
け
ん

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６ 

ｉ
ｎ 

南
大
隅
」

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓

発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢

者
な
ど
へ
の
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込
み
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
、
依
然
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別

の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
問
合
先
】＝
県
庁
人
権
同
和
対
策
課

０
９
９（
２
８
６
）２
５
７
４

婚
活
支
援
補
助
金

　

市
内
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
実
行
委
員
会
な
ど
へ
事
業
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】＝

▼ 

事
業
＝
結
婚
を
前
提
と
す
る
男
女

の
出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
事

業
で
、
営
利
目
的
で
な
い
も
の
。

▼ 

参
加
者
＝
原
則
と
し
て
、
市
内
に

居
住
し
、
勤
労
し
て
い
る
男
女
10

人
以
上
で
、
男
女
の
比
率
が
ど
ち

ら
と
も
総
数
の
３
割
以
上
で
あ
る

こ
と
。

＊ 

参
加
者
の
募
集
は
、
実
施
者
の
広

報
活
動
を
通
じ
て
行
う
も
の
。

【
対
象
経
費
】＝
報
償
費
、
市
内
で
調

理
・
調
達
し
た
食
糧
費
、
消
耗
品
費
、

印
刷
製
本
費
、
通
信
費
、
広
告
料
、

保
険
料
な
ど（
１
人
１
０
０
０
円
を

上
限
）

【
申
込
方
法
】＝
直
接

【
申
込
締
切
】＝
実
施
日
の
20
日
前

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
企
画
政
策

課
企
画
総
務
Ｇ（
内
線
４
８
５
１
）

新
し
い
食
品
表
示
へ
の　
　

移
行
に
つ
い
て

　

食
品
表
示
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

「
食
品
衛
生
法
」「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」「
健
康

増
進
法
」と
い
う
目
的
の
異
な
る
３

つ
の
法
律
で
規
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
一
元
化
し
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
食
品
表
示
制
度
に
す
る
た
め
、

咋
年
４
月
１
日
に「
食
品
表
示
法
」が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
経
過
措
置
と
し
て
、
新
し
い

表
示
へ
の
移
行
猶
予
期
間
を
、
加
工

食
品
は
５
年
、
生
鮮
食
品（
農
産
物
、

畜
産
物
、
水
産
物
）は
１
年
６
カ
月

と
し
て
い
ま
す
。

　

生
鮮
食
品
に
つ
い
て
は
、
本
年
の

９
月
末
に
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

取
り
扱
い
業
者
で
移
行
が
終
了
し
て

い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

食
品
表
示
に
関
す
る
相
談
は
、
県

の「
食
品
表
示
１
１
０
番
」に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
県
生
活
・
文

化
課　

消
費
者
行
政
推
進
室
内
）

　

０
９
９（
２
８
６
）２
５
３
３

＊ 

受
付
時
間
＝
平
日
の
８
時
30
分
〜

16
時

【
問
合
先
】＝
本
庁
農
政
課
企
画
総
務

Ｇ（
内
線
４
２
１
２
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
　
　
　

バ
ナ
ー
広
告
を
　
　
　
　
　

掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
を
目

的
に
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上
、
顧
客
の
拡
大
な
ど
に
、
ぜ
ひ

活
用
く
だ
さ
い
。

【
掲
載
料
】＝
１
枠
の
料
金
で
す
。

▼ 

月
額
１
万
５
０
０
０
円

＊ 

連
続
で
最
大
８
カ
月
掲
載
可

【
募
集
枠
】＝
５
枠

▼ 

枠
の
規
格
＝
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
４
７
ピ
ク
セ
ル
、
20
キ
ロ
バ
イ

ト
以
内
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
・
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
・

Ｐ
Ｎ
Ｇ
形
式

＊ 

市
広
告
審
査
会
で
バ
ナ
ー
掲
載
の

決
定
を
受
け
た
後
掲
載
し
ま
す
。

＊ 

資
料
な
ど
の
送
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
応
募
・
問
合
先
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

＊ 

応
募
用
紙
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊ 

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室
広

聴
広
報
Ｇ（
内
線
６
３
２
）

広
報
電
話
を　
　
　
　
　
　

活
用
く
だ
さ
い

　

左
表
の
情
報
が
い
つ
で
も
聞
け
る

よ
う
広
報
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
例
】 夜
間
救
急
当
番
医
を
調
べ
た
い

場
合

① 

０
１
２
０（
８や

く９

４し
ょ

）
２に

コ

ー

ル

５
６
に
電

話
を
か
け
ま
す
。

② 

メ
ッ
セ
ー
ジ
が

流
れ
ま
す（
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ

て
い
る
間
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
選
択
も
可

能
で
す
）。

③ 

2
を
２
回
押
す
と
、
情
報
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊ 

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
ま
た
は
内
線
専

用
電
話
か
ら
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室
広
聴
広
報

Ｇ（
内
線
６
３
２
）

お
知
ら
せ

団体名 内容

川 内 地 区
コミュニティ協議会

・カラー複合機
・会議用テーブル
・椅子
・書庫
・プロジェクター
・スクリーン
・スピーカー
・マイク　など

平 佐 西 地 区
コミュニティ協議会

・カラー印刷機
・自動紙折り機

相
　
談

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」　　
　
　

お
便
り
募
集

　

広
報
室
で
は
、
便
り
・
絵
手
紙
・
写

真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
で

紹
介
し
た
い
・
伝
え
た
い
、
心
温
ま

る
話
な
ど
を
投
稿
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
に
つ
い
て
】＝

▼
便
り
＝
字
数
２
０
０
字
程
度

▼
絵
手
紙
・
写
真
＝
題
名
を
記
入

＊ 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム（
明
記
が
な
い
場

合
は
、
本
名
で
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）を
明
記
の
上
、
広
報

室
ま
で
投
稿
く
だ
さ
い
。
文
章
は
、

必
要
に
応
じ
て
添
削
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

＊ 

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
竹
ノ
ー
ト

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
投
稿
方
法
】＝
は
が
き
、
封
書
、
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接

【
投
稿
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室
内

読
者
の
ひ
ろ
ば
係（
内
線
６
３
２
）

koho@
city.satsum

asendai.lg.jp

【番組表】

21 当番医（日曜日・休日）

22 夜 間 救 急 当 番 医

23 歯 科 医 の 休 日 診 療

24 水道サービスセンター

18広報薩摩川内　2016.8.1019 2016.8.10　広報さつませんだい


